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研究成果の概要（和文）：この研究では日本語と英語の換喩表現の産出を心理言語学的な実験を使用して比較し
た。その結果、ヒトは換喩表現を使用した後は同じ表現で産出する傾向が高くなった。さらに統語的表現もその
まま繰り返し使用される傾向も高くなり、言語における違いも見られなかった。よってヒトは概念的（意味的）
情報と統語的情報を独立して構築しており、言語産出モデルの新たな側面を明らかにする結果となった。

研究成果の概要（英文）：This study investigated how people used conceptual or syntactic information 
to produce the language by using the phenomenon called metonymy in Japanese and English. A 
psycholinguistic experiment revealed that people were more likely to produce metonymic expressions 
after using metonymic expression, and syntactic structure was also repeated after using the same 
syntactic structure. It furthermore reveals that there was no difference between languages. It 
concludes that people use the distinct mapping from semantic to syntactic processing in production. 

研究分野： 心理言語学

キーワード： 心理言語学　換喩　文産出　統語的プライミング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
換喩表現の産出という研究は心理言語学の文産出という分野において研究が進んでおらず、本研究では新しい側
面を明らかにすることができたという点で学術的に大きな意義があると考えられる。また日本語と英語を比較
し、言語における違いがないかを明らかにすることで、バイリンガルの脳内言語認知機構の理解を促進し、母語
と第2言語の2言語それぞれのより効果的な教授法や、教材の開発などにつながるとも考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
世界に存在する多くの人々が２つ（やそれ以上）の言語を話すことができるが、

心理言語学の研究としては、主にモノリンガル（特に英語話者）を対象として

いることが多い。バイリンガルを研究対象とした時に問題となるのは、「バイリ

ンガル話者の脳内には、2 つの言語情報がどのように共存しているのであろう

か」ということである。実際に、言語情報のなかでも、統語構造は共存されて

いるという可能性が指摘されており、例えば、文産出においては、第 1 言語で

産出した文構造を第 2 言語でも繰り返し使用する可能性が高まったことが、心

理言語実験など多様な手法・観点から実証されている（Hartsuiker et al., 2004; 
Schoonbaert et al., 2007; Bernolet et al., 2012）。その共存の可能性として考えられ

る説として 2 つが考えられる。 
 
（１） 言語分離説による、言語によって様々な構造が違うので、共存する言語

情報が限られるという説(De Bot, 1992)。 
（２） 言語共存説による、どのような言語でも、人間の認知システムの一部と

して言語は共存されている説(Hartsuiker et al., 2004; Hartsuiker & Pickering, 2008)。 
 
過去の多くの文産出研究の対象は、統語構造の産出に関するものが多く、統語

構造以外の言語情報がどのように産出されているかの研究は少ない。存在する

中でも、換喩表現（例：夏目漱石を買った。非換喩表現は夏目漱石の本を買っ

た）の産出を対象とした研究はあまり存在せず、検証された例も大変少ない。

言語分離説は、異なる言語情報はバイリンガルの脳の異なる場所へ共存されて

いると予測するのに対して、 言語共存説は、言語が異なっていても同じ場所へ

と言語情報が記憶されると予測する。したがって、換喩表現のように、異なる

言語でも同時に存在する表現を対象に文産出の研究を行えば、これら 2 つの対

抗仮説のうちどちらが正しいのか（あるいは両方正しいのか）を明らかにする

ことができるはずである。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究プロジェクトでは、バイリンガル話者による英語と日本語の換喩

表現の文産出を、心理言語学の観点から研究することで、上記の 2 つの仮説（な

らびにそれらに相当する言語産出に関する仮説）を検証する。さらにもう一歩

踏み込んで、換喩表現を使用し、概念（意味）情報と統語情報がどのように使

用され、産出されているのかを解明し、英語を用いて提唱された心理言語学の

文産出モデルの仮説（Ferreira & Slevc, 2007: Pickering & Branigan, 1998）に基づ

き、脳内言語処理メカニズムに関するより一般性の高いモデルを構築すること

を目指す。またそのモデルに基いて、高度なバイリンガルと日本の英語教育を

受けた大学生を比較対象にし、語学力の違いからなる影響を解明し、バイリン

ガル話者養成に必要な英語教育に貢献する。 
具体的には、下記の事項の解明を目指す。 



（１）英語と日本語の相互言語の影響による換喩表現の産出過程：文を産出す

る際にそれぞれの言語が換喩表現の産出過程に与える影響や交互作用の有無、

タイミング、程度を、行動実験を主とする心理実験を用いて明らかにする

（Branigan, Pickering & Cleland, 2000; Hartsuiker et al. 2004; Schoonbaert et al. 
2007; Raffray et al. 2014）。 
 
（２）文産出における相互言語の文法的認知要因と非文法的認知的要因の影

響：文を産出する際の文法的認知要因 (文脈における構造の繰り返しによる影

響)と、非文法的認知的要因(品詞の頻度や言語間の表現の相違など)、タイミン

グ、程度を、行動実験を主とする心理実験を用いて明らかにする（Bock & Warren, 
1985; McDonald, Bock & Kelly. 1993; Bock, Loebell & Morey. 1992; Tanaka, 
Branigan & Pickering. 2011）。 
 
（３）同実験をネイティブレベルの学生と日本で英語教育を受けた大学生に行

い、換喩表現の産出過程を比較する(Hartsuiker et al. 2004; Schoonbaert et al. 2007)。 
 
４．研究成果 
本研究プロジェクトでは、1-2 の研究の方法で挙げられている心理実験を日本

語を母国語とする被験者 30 人を対象にして行った。コロナウィルスの影響によ

り、海外での実験実施が困難となったが、オンラインでの行動実験の実施が飛

躍的に進化し、データ収集が可能となった。 
具体的には、文再生課題（immediate recall experiment) を使用し、換喩表現と非

換喩表現のどちらかを記憶したあとに換喩表現を発話するという実験をおこな

った。その結果、日本語においては、換喩表現を記憶すると、その後に続く文

も換喩表現を使用して表現することが多くなった。さらに、ある統語構造を一

度発話すると、同じ構造を繰り返すことも発見された。これはそれぞれ意味的・

統語的プライミング効果と呼ばれており、過去の様々な研究では２つの効果が

発見されているが、日本語を用いた研究での意味的・統語的プライミングの同

時発見は初めてであり、非常に大きな発見の一つといえる。 
よって今回の結果から、日本語と英語を用いた研究結果に類似する点が多く存

在するため、言語に左右されることのない、普遍的なシステムが人間の言語産

出の課程に存在すると結論づけた。 
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